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1. はじめに 

近年、建築業界で普及が進む BIM は、オリンピック景

気や働き方改革などの影響を受け、ここ数年でさまざま

な企業での運用が進んでいる。2019 年には、国交省が中

心となり建築 BIM 推進会議が設置され、大きな転機を迎

えている。 

建築 BIM 推進会議では官民が一体となって BIM の活

用を推進し、建築物の生産プロセス及び維持管理におけ

る生産性向上を図るためガイドラインの作成などが進め

られているが、今後ここで整理されたことが地方や中小

企業にまで広く浸透するまでにはまだ多くの時間が必要

になるであろう。しかし、現在建築業界が直面している

人材不足や、コロナ禍によって加速する新しい働き方に

迅速に対応していくためには、場所や規模に関係なく実

践的に BIM を使用しながら幅広い検討が進められ、そこ

で得られた知見を幅広く共有していくことが重要ではな

いかと考える。 

筆者らは、2017 年より「ヒロシマ BIM ゼミ」という

イベントを主催し、BIM についての意見交換ができる場

を広島につくるとともに、様々な業種の BIM ユーザーか

らなるコミュニティづくりを進めてきた。そこで「ヒロ

シマ BIM ゼミ」に集まる BIM ユーザーが、BIM をはじ

めとする最先端の情報技術を活用しながら、横断的で実

践的なコラボレーションを通してプロジェクトの実現を

目指す「ヒロシマ BIM プロジェクト」を立ち上げた。大

手ゼネコンなどが牽引する BIM による建築業界のアッ

プデートとは異なる、中小企業が協働する新しい働き方

を通して、建築業界の未来の可能性を示す活動を目指す。

本稿ではこのプロジェクトの最初の部分であるフェーズ

1 について報告する。 

 

2. プロジェクト全体の概要 

ヒロシマ BIM プロジェクトは 3 つフェーズからなる 3

年間のプロジェクトとして計画した(Figure 1.)。フェー

ズ 1 ではまず仮想プロジェクトを立ち上げ、2020 年 6 月

までの期間中に[企画]から[実施設計後半]までを進め、設

計者が作った BIM モデルを活用して施工者が見積を作

成することを目標とした。次にフェーズ 2 では、2020 年 
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Figure 1. Project roadmap 

 

6 月から 2021 年 6 月までの 1 年間の間に、一貫 BIM モ

デルを用いた建物の完成を目標に[企画]から[引渡し]ま

でを目指す。最後のフェーズ 3 では、維持管理を見据え

た BIM モデルの作成と、BIM の情報を活用した清掃業

務の実証を目標に、[企画]から[維持管理]までを横断的に

繋げていく計画とした。 

各フェーズでは 3 つのテーマを掲げ、BIM を活用した

協働について検証しながら進める。また、そのテーマに

関連したノウハウの整理やツールの開発を、広島工業大

学環境学部建築デザイン学科杉田宗研究室の学生たちが

リサーチ＆デベロップメント(R&D)チームとして関わる

(Figure 2.)。プロジェクトの遂行を担う実務者チームと、

協働を支える研究や開発を担う R&D チームが協力して

プロジェクトを進める。プロジェクト開始時には、前述

の 3 つのテーマについて両者で話し合い、実務的な視点

から取り扱うべき課題かどうかを検討すると同時に、そ

の課題に向けてどういったツールをどのくらいの期間で

作ることが可能かなどについて議論を重ねた(Figure 3.)。 

プロジェクトの進行や成果物の検討には、建築 BIM 推

進会議によって作成された BIM 標準ガイドラインを参 

Figure 2. Themes handled in each phase and the role 

of research & development team 

Figure 3. Research & development plan 

 

考にし、その有用性を確認するとともに、プロジェクト

のスケールや関係者の状況に合わせた独自のルールを明

確化していくことを目指した。また、ブログやライブラ

リーを整備し、プロジェクトを進める中で生まれるツー

ルやノウハウを積極的に公開していくこととした。 

 

3. フェーズ 1の概要 

フェーズ 1 は仮想プロジェクトととして、広島市内に

建つ既存建物の改築計画に取り組むこととした。地上 8

階の鉄骨造のビルは、1 階が駐車場で 2 から 4 階が事務

所、5 から 8 階は住居となっており、改築計画でもこの

構成や規模を踏襲する計画とした。 

 

3.1. フェーズ 1 のテーマ 

フェーズ 1 では以下の 3 つのテーマに重点をおきなが

ら[企画]→[基本計画]→[基本設計]→[実施設計 1]→[実施

設計 2]を進める。 

①設計に関わる情報入力の効率化 

②作図と積算の自動化 

③異なるプラットフォームでの情報共有 

情報入力の効率化は、BIM を活用するために重要な部

分である。BIM を使っていても、BM(ビルディング・モ

デリング)としてしか作れていないケースが多く、そこに

建物に関するさまざまな情報である BI(ビルディング・

インフォメーション)を入れることや、それを活用するこ

とはまだ実践されていない場合が多い。建物の設計者や

施工者のみならず、オーナーや管理会社などが扱う幅広

い情報を BIM に集約することが理想的であるが、これら

の情報を関係者全員が 1つのBIMソフトを使用して入力

するのは現実的ではなく、様々な方法で BIM モデルに情

報を入力する方法の検証が必要であると考える。今回は

設計に関わる情報を効率よく入力する方法に焦点を当て

て検討する。 

また、BIM ソフトは 3D モデルと図面が連動したシス
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テムで、図面の整合性や 3 次元での検討という点だけで

も、これまでの 2CDAD を使った設計よりも多くのメリ

ットがある。しかし、図面のレイアウトなど日々繰り返

す作業の自動化がされてないなど、まだ改善されるべき

点は多い。そういった部分を洗い出し、ルーチン化され

た業務を自動化する試みもフェーズ 1 のテーマに含めた。

図面だけでなく、多くの時間と労力が費やされる積算業

務についても、BIM を使って設計することで常におおよ

その建設費を把握しながら設計を進めていくことが可能

になる。モデリングとリアルタイムで概算が弾き出され

る仕組みがあれば、コストマネージメントのツールとし

て BIM を使うメリットが高まると考える。 

最後の異なるプラットフォームでの情報共有は、中小

企業が BIM を活かして協働する際には最も重要になる

テーマである。同じ BIM であっても、Revit、ArchiCAD、

Gloobe ではモデリングや情報を入力する方法が異なる。

共通フォーマットである ifc に書き出しても、ifc を介し

て他の BIM ソフトに渡せる情報には差があり、この問題

を解消する 1番の方法は使用するBIMソフトを統一する

ことである。スーパーゼネコンなどでは社内で使用する

BIM ソフトを 1 本に絞ることで、設計施工一貫 BIM モ

デルを視野にいれた整備が進んでいるが、中小企業が協

働する場合、特定の BIM ソフトで縛りを設ける訳には行

かず、異なるプラットフォームを繋げて仕事を進めるこ

とを考えなければならない。完璧な情報共有は無理にし

ても、どういった状況で問題が生じるのかなどが明確に

なれば、その状況を避けることや、その部分を補うよう

なツールを開発することもできると考える。 

 

3.2. フェーズ 1 の流れ 

フェーズ 1 では、ArchiCAD を使う設計事務所と Revit

を使用する設計事務所、それに GLOOBE やヘリオスを

使用している建設会社によってメンバーが構成されてい

るため、前述の異なるプラットフォームでの情報共有を

積極的に行う。躯体を担当する設計事務所が Revit でベ 

Figure 4. Phase 1 workflow 

ースモデルを作成し、内部の設計ならびにモデリングは

ArchiCAD を使って進める。構造に関しては、構造設計

者が独自に開発する Grasshopper プラグインを使い BIM

の構造モデルを解析する方法を検証する。異なる BIM ソ

フトでつくられたモデルを Revit に統合し、それを施工

側に渡し、ヘリオスでの積算や施工の検討を進める計画

とした(Figure 4.)。 

 

4. プロジェクトの遂行と考察 

プロジェクトは2週間に1度の zoomを使った定例と、

slack を使ったメンバー間のコミュニケーションを軸に

すべてリモートで進めた。以下、プロジェクトを通して

取り組んだこととそこでの考察について、企画から基本

設計までと、実施設計から見積作成までの 2 つに分けて

概説する。 

 

4.1 企画から基本設計まで 

建築の規模や用途、敷地についてはある程度決まった

状態でスタートし、協働で考えるべき点を絞った。 基本

計画では主に 2D でのゾーニング検討を行ったが、その

検討内容を迅速に BIM モデルにするツールとして、「平

面ゾーニング検討ツール」や「BIM 自動モデリングツー

ル」を開発した。前者は Rhinoceros と Grasshopper を

使い、スケッチ感覚で平面ゾーニング検討を行うための

ツールで、そこで書かれた単線情報があれば、後者のツ

ールを使って自動的に Revit のモデルを作成することが

できる。 

基本設計以降は、Revit で作った構造モデルを構造設

計者が Grasshopper のプラグインとして開発している

構造解析システムと連携させたり、Revit の躯体をベー

スモデルとして別の設計者が ArchiCAD で住居部分を

設計・モデリングする作業が本格化した。 

意匠と構造の連携については、構造部材の属性情報を

含めた csv ファイルにして受け渡しする方法を採用し、

各構造部材の始点・終点の位置情報と、部材種類などの

属性情報を Dynamo や Grasshopper を使い自動的に書

き出し相手側に渡す環境を整えた。従来の意匠図を見な

がら構造解析モデルを作る方法に比べ、統合モデルを活

用することで作業時間の大幅な削減につながるとともに、

部材の構成や寸法の変更が相手側のモデルに反映される

ことで、変更により生じる手間の削減と不整合の防止に

つながることとなる。また、この連携においてはモデル

ファイルを共有するのではなく、モデルに関する情報を

シンプルな形式で共有することで、情報共有の先入観を

取り払ったと言える。モデルを忠実に受け渡す方法を探

るのではなく、必要な情報を正しく合理的に受け渡す方

法が何なのかを意識して共有の方法を検証した。 
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統合モデルへの住居モデルの取り込みには ifc がどこ

まで使えるのかを検証したが、こちらは ifc という形式

の上での試行錯誤でトライ・アンド・エラーの連続であ

った。どの設定でどのようなモデルが吐き出されるかは

さまざまな設定を試してみるしかなく、モデルの作られ

方によってその挙動に違いが出ることも分かった。また、

単にモデルを受け取るだけでなく、モデルに含まれた属

性情報までももれなく受け取ることを目指すならば、確

認すべきことは膨大であった。適宜統合モデルへ取り込

むベストな方法を確認しながら、少しずつモデルを作り

込む方法で進めた。 

 

4.2 実施設計から見積作成 

実施設計では、基本設計で確立した統合モデルを中心

にした構造解析や住居モデルとの連携を使いながら詳細

設計を進めた。ここではモデル情報を利用した実施図面

の作成ができるように、できるだけ多くの属性情報を統

合モデルに集約し、効率的な図面作成を目指した。また、

「展開図作成ツール」を開発し、自動的に展開図が作成さ

れる仕組みも整えた。 

見積作成には、統合モデルから書き出した ifc ファイ

ルを使い、ヘリオスで積算数量算出を行うとともに、

Dynamoを使って統合モデルの数量算出を行う方法も試

した。統合モデルから ifc を経てヘリオスへインポート

する過程で、モデルや属性情報がうまく渡されない状況

も見られた。構造や住居モデルにまでさかのぼり、見積

作成に見合ったモデルの作り方を検討する必要があり、

今後さらなる検討が必要だと考える。 

また、異なるプラットフォームで作られたモデルが統

合モデルへ統合されると、それ以降は統合モデルから描

かれる図面が唯一の確認手段になってしまう。この課題

への対策として、Unreal Engine 4(UE4)を用いて統合モ

デルを閲覧する「協働モデル」を作成した。これは BIM

ソフトの種類に関係なく、誰もが簡単にモデル全体を見

ることができ、モデルの属性情報の表示や(Figure 5.)、

構造や住居モデルといった、モデルごとの表示もできる

ようにした(Figure 6.)。ゲームエンジンを使ったビジュ

アライゼーションは、プレゼンテーションのための利用

だけでなく、協働を円滑にするためのツールとしての可

能性も高いと考える。 

 

5. まとめ 

以上が、中小企業が横断的で実践的なコラボレーショ

ンを通して BIM を活用した新しい協働のあり方を検証

したフェーズ１の内容である。 

最後に、そこから見えてきた課題や今後の展望につい

て述べる。 

 

Figure 5. Display of attribute information 

Figure 6. Display of structure parts in the 

Collaboration Model  

 

まず、異なるプラットフォーム間で複雑な情報をやり

取りするため、常に受け取る側の状況を把握し、必要な

情報を適切な形で渡す方法の把握が重要になる。共通フ

ォーマットの整備も必要であるが、その枠組みでやり取

りできる情報が限定されてしまう心配もある。受け取る

側のプラットフォームに合った情報に正確に翻訳するこ

とは、今後より必要とされるであろう。 

また、今回作成した協働モデルは、今後編集可能なモ

デルへと発展させる予定である。軽微な変更であれば、

協働モデルをみながらモデルを変更し、その変更が統合

モデルに反映されるようになれば、本当の協働ツールと

して活用できるのではないかと考える。 

最後に、今回最も難しい協働はデザインを決めていく

部分であった。リモートでの協働を通してデザインをブ

ラッシュアップしていく方法は今後より発展するだろう。

BIM による協働をリードするには、これまで以上に密な

協働を遂行するための統括力と、その協働をフルに活か

すデザイン力の両方が必要になるのではないかと考える。 
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